
E 特別インタビュー

ルーマニアエコノミストインタピュー

語り手・ルーマニア自由企業研究所所長 ダニエルダイアヌ氏
世界経済研究所経済モデル部チーフ コンスタンティンシュパージア氏

聞き手・ニッセイ基礎研究所ニューヨーク事務所主席研究員熊坂 有三

〔前文}

市場経済への移行が比較的うまくいっている東

欧諸国のひとつであるポーランドを 1992年 5月

に訪れた後、 9月に市場経済への移行が遅れてい

るルーマニアを訪れた。何故ノレーマニアの市場経

済化がポーランド、ハンガリーに比べ遅れている

のだろうか。更に、ルーマニア経済の現状と市場

経済への改革の状況をルーマニアのエコノミスト

であるダニエルダイアヌ氏とシュパージア氏に

別々にインタビューをした後、質問の内容からひ

とつのインタビューの形にまとめた。(悶氏への

インタヒ、ューは各々 1992年 9月 18日、 21日に

行った。)

( 1 )チャウシヱスクの遺産

熊坂:1989年 12月にチャウ νェスク政権が突如

として崩壊したわけですが、彼の残したものは何

だったのでしょうか?

シュパージア:彼は国民にものすごい恐怖心と隷

属性を作り出した。そのため、国民はイニシアティ

プを取ったり、自己を尊重することを忘れてしまっ

た。これは必ずしも社会体制の結果ではなく、チャ

〔ダニエル・ダイアヌ氏 PH.D(経済))

ウシェスク偶人の異常な精神と国民操作によるも

のだ。しかし悪いことばかりではない。過去20

年間に政府の住宅投資は大きく、現在住宅の質は

良くないが悪くもない。しかしこれらの住宅も基

本的には産業用に設計されており、家計向けでは

ない。

ダイアヌ:チャウシェスクは経済のパフォーマン

スを改善したり、輸出能力を高めるような市場改

革案をことごとく拒否した。累積債務の処理にお

いても彼は国民の消費、投資等を圧縮する飢餓輸

出により対外債務を返済した。針盤国からの機械、

設備の輸入も止めたためルーマニアの長期的成長

の可能性は全くなくなってしまった。チャウシェ

スクの政策は国の孤立化を強め、異なる意見を抑

圧することだった。

( 2 )ルーマニア改革の特徴

熊坂.ポーランド、ハンガリーに比べ、ルーマニ

アの市場経済への移行がかなり連れていますがそ

の理由はなんですかっ

ダイアヌ そもそも改革の初期条件が違う。ハン

ガリーやポーランドは 10年以上前から市場経済

への準備をしていた。彼等が今市場経済移行の先

Jレーマニア自由企業研究所所長、ルーマニア国立銀行主席経済アドパイザ一、 1952年プカレスト生まれ。
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世界経済研究所経済モデル部チーフ、上級研究員、 1958年プカレスト生まれ。
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